
（2 東京都立白鷗高等学校附属中学校） 

解答例 

適性検査Ⅰ 

１ 

問題１ 

自分を守ってくれる人たちのいる、そこにいれば安心できる

自分の所属する場所を出て、自由ではあるが、自分のことを

だれも知らない、何でも自分で判断しなければならないよう

なところに行くことだと考えている。（９８字） 

２０点 

問題２ 

問題を解くには、まず問題を発見し理解しなければならない。

しかし、こんとんとした情報の中から、自分にとって意味の

ある問題を発見したり、理解したりすることのほうが問題を

解くより大事になることも多いから。（９９字） 

２０点 

問題３ 
（省略） 

６０点 

 

適性検査Ⅱ 

１ 

問題１ 
① 

２５ｃｍ 

② 

１０ｃｍ 

③ 

１５ｃｍ 

④ 

１０ｃｍ 
１０点 

問題２ 

〔必要なパネルの台数〕 

           ４  台 
 
〔説明〕 

横向きの画用紙は、パネル１面に最大で８まいはることがで

きるので、１面に８まいずつはると、４面で３２まいはるこ

とができる。残りの６まいは、１面ではれるので、合わせて５

面使う。 

たて向きの画用紙は、パネル１面に最大で９まいはることが

できるので、１面に９まいずつはると、２面で１８まいはる

ことができる。残りの３まいは、１面ではれるので、合わせて

３面使う。 

したがって、すべての画用紙をはるのに８面使うから、パネ

ルは４台必要である。 

 

１４点 

問題３ 

〔 ア に入る数〕 

           ４  点 
 
〔 イ に入る数〕２ 〔 ウ に入る数〕３ 

〔 エ に入る数〕２ 〔 オ に入る数〕４ 

 

１６点 



２ 

問題１ 

〔選んだ図〕  図２ 

 

〔あなたの考え〕 

２００１年度に国の制度が改められたことで、新しくバス

の営業を開始しやすくなり、２０００年度ごろまでにみられ

た減少が止まり、２００１年度から２０1５年度にかけて実際

に走行したきょりは、大きく減少することなく増加している。 

 

１０点 

 

問題２ 

〔設計の工
く

夫
ふう

〕  

出入口の高さ  固定ベルトの設置 

 

〔期待されている役
やく

割
わり

〕 

ベビーカーを利用する人にとって、出入り口の高さが低く

つくられていることと、車内に固定ベルトが設置されている

ことにより、乗りおりのときや乗車中に、ベビーカーを安全

に利用できる。  

 

８点 

 

問題３ 

〔課題〕 バス以外の自動車で混み合う道路がうまれる可能

性がある。 

 

〔あなたの考え〕 

時こく表に対するバスの運行状きょうが向上していること

をせん伝して、バス以外の自動車を使う人にバスを利用して

もらい、混み合う道路が少なくなるように働きかける。 

 

１２点 

 

３ 

問題１ 

〔選んだプロペラ〕Ａ 

〔示す値
あたい

のちがい〕１３．３ ℊ 
６点 

問題２ 

（１）〔モーター〕ウ   〔プロペラ〕Ｈ 

（２）〔選んだ予想〕① の予想 

〔予想が正しくなる場合〕 あります ・ ありません 

〔理由〕  

Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈのどのプロペラのときでも、アとイの 

モーターの結果を比べると、アのモーターの方が軽いのに、

かかった時間が長くなっているから。 

 

１４点 



問題３ 

（１）× 

（２）車が前に動く条件は、○あが５０°から８０°までのと

きで、さらに、○あと○いの和が１００°か１１０°のときであ

る。 

 

１０点 

 

適性検査Ⅲ 

１ 

問題１ 

 

 

１ 点×  ３  ＋  ９ 点× １   ＋ １０ 点× ３   

 

 

２ 点×  ３   ＋  ３ 点× ２   ＋ １０ 点× ３   

 

 

７ 点×  ２   ＋  ９ 点× ２   ＋ １０ 点× １  

 

１２点 

問題２ 

 

  い  にあてはまる数 

 

１３、１７、２２、２３、２５ 

 

考え方 

１１から３０の数字から、１から１０を２倍した数と、１か

ら１０を３倍した数をのぞくと、１１、１３、１７、１９、

２２、２３、２５、２６、２８、２９の１０個の数字が残

る。これらのうちから１１と１９を除く５個を選んだ。 

 

１６点 

問題３ 

 

  う  にあてはまる数 

 

９、１１、１３ 

 

考え方 

２０の約数は１以外に，２、４、５、１０、２０。これらの

倍数だと重なってしまうため，１から２０のうち、２、４、

５、１０、２０の倍数をのぞいた数となる。 
  

２２点 



２ 

問題１ 

 

温度計の中の赤い液体が通る管の大きさがそれぞれの温度

計でちがうから。 

 

１０点 

問題２ 

 

  あ  にあてはまる数    １ ℃ごとに 

 

  い  にあてはまる数  １．３３ｍｍ間かく 

 

求めた式 

  ４×１０＝４０ 

 ４０÷３０＝１．３３３３・・・ 

 

１．３３３３・・・の小数点第三位を四しゃ五入して 

１．３３とする。 

 

１５点 

問題３ 

 

くるみさんが行った実験結果で、熱湯が入った容器に入れ

たとき、かわいたガラスびんより、色水を入れたガラスびん

の方が大きくふくらんだのは、色水の水がじょう発したため

である。 

図４のはやとさんが作った温度計でも同じように、色水の

水がじょう発したと考える。 

つまり、同じ１０℃の変化でも水がよりじょう発する高い

温度の方が水面の変化が大きくなったからと考えられる。 

 

２５点 

 


